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勺

I 本
稿
は
河
陽
三
城
鎭
過
使
考
の
附
編
と
し
て
執
躯
し
た
の
を
、
都
合
に
よ
り
本
編
よ
り
切
離
し
、
且
つ
本
編
に
先
ん

じ
て
發
表
し
た
も
の
で
あ
る
ｏ
文
中
に
本
細
或
は
前
細
と
あ
ろ
は
河
陽
三
城
錘
遇
使
老
を
指
す
が
、
此
の
論
文
は
未
だ

發
表
し
て
ゐ
な
い
ｏ
か
上
る
發
表
２
剛
後
顛
倒
に
よ
っ
て
誠
考
に
多
大
の
不
便
を
與
へ
る
こ
と
と
恩
は
れ
る
が
、
木
綿

も
近
く
他
誌
に
發
表
の
豫
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
節
併
せ
子
塞
藩
の
上
”
本
稲
の
難
解
な
る
鮎
を
袖
充
明
解
せ
ら
れ
、

御
高
教
を
賜
ら
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
序
言

二
、
河
陽
三
城
節
度
使
の
沿
革

Ｉ
河
陽
三
城
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度
使
の
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駿
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本
細
は
題
し
て
唐
。
河
賜
三
城
節
度
仙
老
と
稲
す
る
も
、
時
代
を
総
宗
の
末
年
た
る
威
通
十
四
年
（
西
紀
八
七
三
）

以
前
に
限
定
し
、
次
代
僻
宗
の
乾
符
元
年
（
西
紀
八
七
四
）
よ
り
脈
朝
の
絶
滅
せ
し
哀
宗
の
天
佑
四
年
（
西
紀
九

○
六
）
に
至
る
三
十
餘
年
間
は
研
究
の
範
囲
外
に
世
く
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
は
乾
符
元
年
王
仙
芝
な
る
者
飢
を
作

し
、
翌
二
年
黄
災
此
に
雁
じ
て
よ
り
、
店
の
天
下
は
騒
飢
止
む
こ
と
な
く
、
中
和
元
年
（
西
紀
八
八
一
）
僻
宗
が
黄
巣

に
逐
は
れ
て
成
都
に
蒙
塵
し
て
か
ら
は
店
朝
の
勢
威
全
く
地
に
陸
ち
、
蒋
鎭
は
朝
命
を
無
硯
し
て
相
攻
伐
し
、
弱
肉
弧

食
到
る
所
に
行
は
れ
て
中
央
に
國
家
經
醤
の
大
策
を
施
す
可
き
威
信
無
く
、
応
の
國
家
は
事
質
上
己
に
崩
壊
し
て
ゐ
た

か
ら
で
あ
る
。
但
し
河
陽
三
城
節
度
使
は
此
の
店
朝
の
表
勢
に
乘
じ
て
勢
成
を
張
り
し
一
世
の
姦
雄
朱
全
忠
（
五
代
後

梁
の
胆
）
と
河
東
の
驍
雄
李
克
川
（
五
代
後
勝
山
皿
李
存
勤
の
父
）
と
か
そ
の
争
珊
の
開
ケ
原
と
し
て
互
に
心
血
を
伽

け
て
占
領
確
保
に
力
め
、
此
の
輪
珈
に
勝
利
を
得
た
る
朱
全
忠
が
遂
に
李
克
川
に
先
ん
じ
て
天
下
に
號
令
せ
し
所
で
、

河
陽
の
政
治
的
意
義
は
李
店
没
落
後
も
益
交
重
要
性
を
加
へ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
店
末
五
代
の
河
賜
も
早
晩
研
究
問

唐
・
河
陽
三
城
而
度
使
考

Ⅲ
河
陽
三
城
節
度
使
の
巡
暁
（
以
上
本
號
）

三
、
河
陽
三
城
節
度
使
と
隣
接
諸
蹴
と
の
關
係

四
、
河
陽
三
城
節
度
使
の
沿
革
を
通
じ
て
見
た
る
店
朝
の
蒋
鋲
統
禦
策
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題
と
し
て
取
上
げ
ら
る
可
き
で
、
筆
者
も
機
會
を
得
ば
之
を
取
扱
ひ
本
編
の
綾
編
と
し
て
諸
賢
の
叱
正
を
得
た
い
と
希

っ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。’

勝
代
節
度
使
の
沿
革
を
取
纏
め
た
も
の
に
新
店
害
の
方
鎭
表
が
あ
り
、
節
度
使
關
係
の
文
献
と
し
て
他
書
に
見
ら
れ

〔
誰
ｐ

ざ
る
史
料
を
含
ん
で
ゐ
る
と
と
は
凱
明
の
事
皆
で
あ
る
が
、
新
店
沓
の
杜
撰
に
就
い
て
も
定
評
の
あ
る
所
で
あ
る
。
さ

れ
ば
方
鋲
表
の
記
載
が
節
度
使
研
究
の
主
要
毒
一
考
と
な
り
時
に
得
難
き
史
料
を
提
供
す
る
こ
と
あ
る
は
勿
淌
な
る
も
、

そ
の
利
用
に
際
し
て
は
術
に
全
文
の
械
討
を
行
ひ
＄
以
て
そ
の
史
料
的
慨
仙
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
河
陽
三
城

節
度
使
の
湫
革
を
取
纏
め
て
ゐ
る
の
は
方
鋲
表
第
一
の
束
畿
の
側
で
、
河
陽
三
城
節
度
使
の
研
究
も
此
を
参
考
と
す
る

時
多
大
の
便
宜
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
記
載
は
表
た
る
の
性
質
上
簡
略
を
旨
と
し
て
締
密
を
畝
き
、
然
も
泄
の
定

評
に
叛
か
す
撰
者
の
謬
見
が
所
産
に
混
入
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
記
戦
を
直
ち
に
信
用
し
て
研
究
の
基
礎
と
な
す

こ
と
は
危
険
で
、
沿
革
榔
槍
討
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
っ
よ
っ
て
以
下
方
鎭
表
の
記
載
を
参
考
餐
料
の
中
心

と
し
つ
曳
河
陽
三
城
節
度
使
の
浩
革
を
椎
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
術
行
文
の
便
通
上
新
店
書
方
鋲
表
を
単
に
表
叉
は
方

鎭
表
と
略
稲
す
る
こ
と
と
す
る
。
又
別
に
巻
数
、
棡
名
を
梁
げ
ざ
る
場
合
は
表
、
束
畿
の
棚
を
指
す
も
の
と
理
解
せ
ら

れ
度
い
。

唐
・
河
陽
三
城
節
度
使
考

二
河
陽
三
城
節
度
使
の
沿
革
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か
ら
、
此
所
で
は
建
中
二
年
創
世
説
の
是
非
を
稔
討
す
る
に
止
め
る
。

先
づ
注
意
す
可
き
は
奮
暦
害
華
一
一
李
十
凡
傳
に

徳
宗
胴
位
。
授
棯
校
大
常
少
郷
縦
御
史
中
一
水
。
河
賜
三
城
鋲
過
使
。
撫
労
術
至
ワ
費
座
膳
者
ｏ
必
先
甲
士
ｏ
間
一

年
。
篤
節
度
便
路
胴
恭
之
刑
。
加
稔
校
左
庶
子
。
河
賜
三
城
・
懐
州
節
度
槻
察
使
ｏ
以
東
幾
氾
水
等
五
縣
隷
形
。

と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
此
の
記
事
に
依
れ
ば
徳
宗
の
即
位
當
時
は
未
だ
河
陽
二
一
城
節
度
使
の
設
置
を
見
ず
、
そ
こ
に
は

河
陽
二
琉
鎭
過
使
が
駐
在
し
、
徳
《
示
即
位
後
杢
苅
が
此
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
爾
後
約
一
年
引
綾
い
て
同
職
に
在
り
、
此

の
時
路
胴
恭
が
河
陽
三
城
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
彼
は
そ
の
副
使
と
な
り
、
更
に
同
年
路
胴
恭
に
代
っ
て
節
度
使
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
奮
府
害
華
一
徳
宗
本
紀
に
擦
れ
ば
徳
宗
の
即
位
は
犬
歴
十
四
年
五
月
で
あ
り
、
李
兀
が
河
陽
三
城
鋲

河
陽
三
城
節
度
使
の
名
が
初
め
て
表
に
現
は
れ
て
来
る
の
は
徳
宗
の
建
中
二
年
（
西
紀
七
八
こ
で
あ
る
。
即
ち
何

年
の
條
下
に

置
河
陽
三
城
節
度
使
。
以
東
部
畿
槻
察
使
乖
之
。
価
懐
・
鄭
・
汝
・
峡
四
州
。
尋
置
使
。
云
云
。

と
見
え
て
ゐ
る
。
此
の
記
事
に
依
れ
ば
洲
陽
三
城
節
度
使
は
建
中
一
罪
創
設
せ
ら
れ
、
懐
、
鄭
、
汝
、
峡
の
四
州
を
領

し
、
樹
初
束
畿
澗
察
使
の
綻
任
と
せ
ら
れ
、
次
い
で
専
任
の
節
度
使
を
赴
い
た
こ
と
と
な
る
。
価
し
表
の
記
栽
は
上
文

に
三
一
面
せ
し
如
く
誤
謬
が
多
い
の
で
一
雁
の
検
討
を
必
要
と
す
る
。
然
し
傾
州
の
問
題
は
後
節
に
詳
論
す
る
筈
で
あ
る

唐
・
河
陽
三
城
筋
腫
使
考

１
河
陽
三
城
節
度
使
の
置
腰
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過
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
も
同
月
で
、
彼
は
前
鎭
過
使
馬
燧
の
河
東
節
度
使
榮
郷
の
後
任
と
し
て
陳
州
刺
史
よ
り
抜
擢
せ

〔
注
二
〕

ら
れ
て
此
の
職
に
就
い
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
河
賜
鋲
過
使
は
本
締
に
詳
論
せ
し
如
く
鹿
徳
元
年
（
西
紀
七
六
三
）
｜
初

め
て
設
置
せ
ら
れ
、
深
泌
節
度
使
の
所
管
に
脱
し
て
ゐ
た
が
、
大
雁
五
六
年
の
唖
よ
り
朝
廷
の
重
要
硯
す
る
所
と
な
り
、

名
義
的
に
は
依
然
澤
溌
の
所
脇
な
り
し
も
震
際
に
は
朝
廷
直
脇
の
扱
ひ
を
受
け
、
鋲
遇
使
の
任
免
も
朝
廷
の
手
を
以
て

行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
叉
河
陽
三
城
鎭
過
使
は
そ
の
符
下
の
砿
隊
の
杵
〈
川
に
充
て
る
爲
束
都
洛
陽
の
所
管
中
よ
り

河
陽
、
河
清
、
濟
源
、
洲
、
氾
水
の
五
縣
を
荊
恥
そ
ら
れ
て
ゐ
た
。
か
く
の
如
く
河
賜
二
琉
纐
過
使
は
河
陽
の
城
主
と
し

て
康
篭
兀
年
創
世
せ
ら
れ
、
爾
後
引
綾
い
て
斐
凡
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
李
礼
の
後
を
引
受
け
て
河
陽
三
城

節
度
使
と
な
っ
た
路
胴
恭
こ
そ
は
初
代
の
節
度
使
で
あ
り
、
同
時
に
副
使
に
な
っ
た
李
非
凡
は
同
じ
く
初
代
の
副
使
で
あ

っ
た
こ
と
と
な
る
。
而
し
て
李
兀
が
路
伽
恭
の
副
使
に
な
っ
た
の
は
彼
が
銀
過
使
と
な
っ
た
時
、
即
ち
犬
歴
十
四
年
五
月

か
ら
約
一
年
後
で
あ
る
ｃ
さ
れ
ば
路
州
恭
の
節
度
使
枕
任
は
大
雁
十
旧
年
の
翌
年
、
即
ち
建
中
一
兀
年
の
五
月
前
後
と
推
定

さ
れ
る
。
幸
ひ
此
の
一
初
代
節
度
使
と
目
せ
ら
れ
る
路
刷
恭
の
就
任
年
月
は
安
治
通
鑑
華
一
建
中
二
年
正
月
丙
子
の
條
に

叉
以
東
都
留
守
路
胴
恭
爲
懐
・
鄭
・
汝
・
侠
四
州
河
陽
三
城
節
度
使

と
あ
っ
て
建
中
二
年
正
月
と
明
記
し
た
記
録
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
年
月
は
先
の
推
定
年
月
た
る
元
年
五
月
と
は

約
牛
年
の
開
き
が
あ
る
が
、
李
兀
体
に
云
ふ
所
の
一
年
と
は
概
数
を
畢
け
た
の
で
正
確
に
一
年
ぞ
意
味
し
て
ゐ
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
ら
、
牛
年
の
祁
述
も
敢
て
問
題
と
す
る
に
足
る
ま
い
。
術
濟
店
書
一
奎
徳
《
一
本
本
紀
に
も
路
伽
恭
の
河
陽

三
城
節
度
使
就
任
を
建
中
二
年
正
月
に
梁
け
て
ゐ
る
。
か
く
初
代
節
度
使
の
就
任
が
建
中
二
年
正
月
で
あ
る
以
上
、
河
陽

店
。
河
陽
三
城
節
度
使
考
一
三

’
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以
懐
・
鄭
・
河
陽
節
度
副
使
李
茄
爲
河
賜
三
城
懐
州
節
度
使
。
価
割
束
畿
五
蝶
隷
焉
。

〔
献
三
〕

と
あ
る
に
依
れ
ば
同
年
六
月
の
こ
と
で
、
彼
は
束
縦
獅
察
使
を
縦
ね
ず
、
河
陽
三
城
節
度
使
専
任
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。
從
っ
て
表
に
同
年
専
任
の
使
溌
継
ぐ
と
あ
る
記
事
は
信
用
し
て
韮
支
へ
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
を
要
す
る
に
河

陽
三
城
節
度
使
は
建
中
元
年
正
月
創
世
せ
ら
れ
、
初
め
は
束
維
獅
察
使
の
粂
任
と
な
っ
て
ゐ
た
の
を
、
同
年
六
月
専
任

制
に
改
め
た
の
で
あ
る
。

節
度
使
は
多
く
軍
號
を
賜
皿
〈
せ
ら
れ
た
が
、
河
陽
二
玩
節
度
使
も
養
治
邇
鑑
塞
坐
建
中
四
年
二
月
丙
寅
の
條
に

以
河
陽
三
城
・
懐
・
術
州
爲
河
陽
軍
。

と
あ
る
如
く
創
置
の
翌
糞
年
河
陽
軍
な
る
軍
號
を
與
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
尚
奮
唐
書
華
一
徳
宗
本
紀
、
建
中
四
年
二

ろ
。
但
し
嗣
恭
は
雨
使
就
任
後
間
も
な
く
卒
し
、
そ
の
後
任
に
は
先
掲
圭
凡
傅
に
見
『
↓

郷
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
榮
進
は
賛
治
通
鑑
華
仁
府
紀
聿
建
中
一
革
六
月
壬
子
の
條
に

と
あ
っ
て
初
代
節
度
使
た
る
彼
が
束
縦
槻
察
使
を
も
領
し
て
居
た
と
と
見
え
、
表
の
雨
使
粂
任
の
記
事
と
一
致
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
尚
表
に
は
設
世
當
初
の
河
陽
三
城
節
度
使
は
東
維
棚
察
使
の
飛
任
と
せ
ら
れ
、
次
い
で
、
同
年

節
度
使
を
世
い
た
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
齊
店
書
垂
一
一
路
胴
恭
仰
に

唐
・
河
陽
三
城
陥
度
使
考
一
四

三
城
節
度
使
の
創
置
も
此
の
時
な
る
こ
と
疑
ひ
な
く
、
從
っ
て
表
に
云
ふ
建
中
二
年
の
創
置
は
誤
な
き
こ
と
が
知
ら
れ

ノ
サ
レ
テ

陽
三
城
節
度
使
・
東
都
維
槻
察
使
。
微
至
京
師
卒
。
時
年
七
十
一
・
膳
朝
一
日
。

二岨
。
及
徳
宗
即
位
。
楊
炎
受
共
安
。
始
叙
前
功
。
除
丘
へ
部
尚
書
。
東
都
研
守
ｃ
雰
加
懐
・
鄭
・
汝
・
険
四
州
・
河

I

へ
る
如
く
節
度
刑
使
の
彼
が
柴

専
任
の



月
戌
申
の
條
に

於
河
陽
三
城
置
河
陽
軍
節
度
。

と
あ
っ
て
一
見
河
陽
軍
節
度
使
創
置
の
如
く
解
せ
ら
れ
る
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
噸
此
れ
は
軍
額
賜
與
の
事
賃
を

傳
へ
た
も
の
で
、
節
度
便
の
創
置
で
は
な
い
。
然
し
か
か
る
暖
昧
な
る
記
述
方
法
は
と
か
く
後
人
を
誤
ら
し
め
勝
で
、

後
に
論
手
る
如
く
方
鎭
表
の
誤
謬
中
に
も
か
か
る
暇
味
記
事
に
曲
因
す
る
の
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
表
、
貞
元
元
年
（
西
紀
七
八
五
）
の
篠
に

罷
河
陽
節
度
。
置
都
剛
練
使

と
あ
っ
て
河
陽
節
度
を
罷
め
都
剛
練
使
冴
世
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
此
の
記
事
に
照
應
す
る
も
の
に
奮
店
書
圭
一
徳
宗

本
紀
、
貞
元
元
年
四
月
の
條
に

以
河
陽
都
知
丘
馬
使
雍
希
顔
爲
河
陽
・
懐
都
剛
練
使

な
る
記
事
が
あ
り
、
彼
是
一
致
す
る
か
ら
、
表
の
河
陽
節
度
腰
罷
の
記
事
は
誤
り
な
き
も
の
と
見
て
差
支
へ
な
い
。
降

っ
て
表
，
貞
元
士
一
年
の
條
に

復
置
河
陽
・
懐
節
度
。
治
河
陽
。

と
あ
っ
て
貞
元
十
二
年
に
至
り
都
剛
練
使
を
罷
め
て
呼
び
節
度
便
を
世
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
表
の
此
の
記
事
に
照
雁

す
る
史
料
は
目
下
索
め
得
な
い
が
、
蒋
脈
北
唖
幸
一
徳
宗
本
紀
、
貞
元
十
五
年
三
月
の
條
に

成
午
．
昭
義
軍
節
匪
使
．
稔
校
工
部
術
書
王
嵯
休
卒
．
戊
辰
．
以
河
陽
三
城
節
度
使
李
元
錐
患
辮
長
史
．

唐
。
河
陽
三
城
節
度
使
考
一
五

I

|－



I

I

先
づ
表
に
河
陽
三
城
節
度
使
を
腰
止
し
た
り
と
云
ふ
元
和
十
三
年
餅
時
此
の
職
に
在
り
し
者
を
細
年
史
の
椛
威
登
治

通
鑑
に
よ
っ
て
調
べ
る
に
そ
れ
は
烏
亜
胤
と
令
狐
楚
の
雨
人
で
あ
っ
た
。
重
胤
は
登
治
通
鑑
華
痙
店
紀
唖
元
和
五
年
三

月
の
條
に

と
あ
り
、
降
っ
て
愈
昌
一
罪
（
西
紀
八
四
三
）
の
條
に

復
置
河
陽
節
度
。
徒
治
孟
州
。

と
あ
っ
て
元
和
土
一
卒
よ
り
命
叩
昌
二
卒
に
至
る
約
一
子
五
年
朋
河
陽
二
褒
節
度
使
を
陵
し
て
ゐ
た
か
の
如
き
記
事
が
見

え
る
。
然
し
此
の
匪
止
、
復
世
の
剛
記
事
は
表
の
探
考
の
担
造
せ
る
所
で
正
し
く
な
い
。
以
下
そ
の
所
以
を
論
じ
よ

涙
ノ
０ し

め
る
記
事
が
あ
る
か
ら
、
先
の
表
の
記
城
は
信
川
し
て
誤
り
な
い
で
あ
ら
う
。

次
に
表
，
元
和
十
三
年
（
西
紀
八
一
八
）
の
條
に

汝
州
隷
束
畿
。
復
世
束
畿
・
汝
州
都
防
禦
使
。
錠
東
都
冊
守
如
故
。
龍
河
賜
節
度
使
。

と
あ
り
、
妥
冶
通
鑑
菫
迄
店
紀
証
同
年
同
月
の
條
に
も
同
様
の
記
事
が
見
え
、
貞
元
十
五
年
の
初
め
李

河
陽
一
一
琉
節
度
使
よ
り
昭
義
節
度
使
に
榮
艸
し
、
彼
が
己
に
粗
野
両
期
川
節
度
使
と
し
て
河
陽
に
在
っ
た

紐
〕
上
嘉
烏
重
胤
之
功
。
欲
即
授
以
昭
義
節
度
使
。
李
鋒
以
爲
不
可
ｏ
誘
授
重
胤
河
陽
ｏ
以
河
陽
節
度
使
孟
元
陽

町鎭
昭
義
。
（
中
略
）
上
悦
ｇ
皆
如
趣
く
諦
。
壬
辰
以
軍
胤
爲
河
陽
節
度
使
。
元
陽
爲
昭
義
節
度
使

厩
・
河
陽
三
城
師
匪
使
考

一
一
ハ

昭
義
軍
節
度
・
澤
・
瀦
・
磁
・
滴
概
察
使
。
以
河
陽
節
度
抑
衙
術
濟
爲
懐
州
刺
史
、
河
陽
三
城
、

1

1

懐
州
節
度
使
。

元
淳
な
る
者
が

こ
と
を
想
像
せ



と
あ
り
同
書
確
匪
麻
紀
錘
一
兀
和
十
三
年
十
一
月
の
條
に

壬
寅
。
以
河
陽
節
度
使
烏
軍
胤
爲
械
海
節
度
使
。
丁
未
。
以
華
州
刺
史
令
狐
楚
爲
河
陽
節
度
使
。

と
あ
る
如
く
、
元
和
五
年
、
前
任
者
芯
九
陽
の
昭
義
節
度
使
へ
の
榮
卿
を
承
け
て
河
陽
三
城
節
度
使
と
蔵
り
、
爾
来
元

〔
註
九
〕

和
土
一
扉
に
至
る
迄
此
の
職
に
在
り
、
土
一
禿
十
一
月
、
樅
海
軍
節
度
使
に
卿
川
し
て
後
を
革
州
刺
史
令
狐
楚
に
引
繼
い

だ
の
で
あ
る
。
此
の
引
繼
を
受
け
た
令
狐
楚
は
読
治
迦
鑑
唾
一
一
階
紀
匪
元
和
十
四
年
七
月
丁
酉
の
條
に

以
河
陽
節
度
使
令
狐
楚
爲
中
諜
侍
郎
・
川
平
章
事
。
云
云

と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
翌
十
四
年
七
月
宰
相
と
な
っ
て
中
央
入
り
を
す
る
迄
河
陽
節
度
使
の
職
に
在
っ
た

の
で
あ
る
。
以
上
は
登
治
迩
鑑
に
塞
ぐ
調
在
で
あ
る
が
、
窪
肝
書
珪
一
志
宗
本
紀
、
下
、
同
書
篭
一
馬
重
胤
傳
、
同
書

〔
誰
六
〕

罐
一
一
一
令
狐
楚
傅
等
の
記
事
も
大
概
費
治
迩
鑑
に
云
ふ
所
と
合
致
し
、
元
和
十
三
年
に
於
い
て
も
河
陽
節
度
使
は
厳
と
し

て
存
在
し
、
大
鵬
十
一
月
以
前
は
烏
或
胤
か
、
十
一
月
後
は
令
狐
楚
か
此
の
職
に
在
っ
た
こ
と
を
立
證
し
て
ゐ
る
。
從

っ
て
一
兀
和
十
三
年
河
陽
三
城
節
匪
使
を
罷
め
た
り
と
云
ふ
表
の
記
赦
は
信
ず
る
に
足
ら
ぬ
所
説
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

然
し
表
に
會
昌
二
一
年
河
陽
節
度
を
復
世
せ
り
と
あ
る
以
上
、
河
陽
三
城
節
度
使
は
會
昌
二
一
年
以
前
の
或
る
年
鷹
能
め
ら

れ
、
表
は
何
か
の
事
怖
で
誤
っ
て
此
産
一
九
和
十
三
年
に
梁
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
老
へ
が
一
應
浮
か
ん
で
來
ろ
。

然
し
元
和
士
一
年
以
後
に
於
い
て
も
河
陽
二
薮
節
度
使
を
罷
め
し
形
迩
は
見
出
さ
れ
な
い
。
一
兀
和
よ
り
獅
昌
に
至
る
迄

に
は

Ｌ
元
和
十
五
年
迄

唐
・
河
陽
二
一
城
節
度
使
考
一
七

I

」



I

２
長
慶
六
年
迄

ａ
賓
暦
二
年
迄

４
太
和
九
年
迄

ａ
開
成
五
年
迄

６
會
昌
九
年
迄

と
六
度
の
改
元
を
經
て
ゐ
ろ
が
、
此
の
間
に
於
、
い
て
も
河
陽
節
度
使
の
名
孵
及
び
そ
の
就
任
考
の
氏
名
が
吸
糞
見
受
け

ら
れ
る
。
左
に
そ
の
數
例
を
あ
け
る
と

Ｌ
元
和
十
五
年
年
多
田
布
を
以
て
河
陽
三
城
節
度
使
と
な
す
。
（
齊
階
普
畦
一
田
悦
傳
）

２
穆
宗
即
位
（
元
和
十
五
年
正
月
）
の
初
め
郭
釧
を
以
て
司
鯉
卿
と
し
、
未
だ
幾
な
ら
ず
稔
校
戸
部
尚
書
，
河
陽

二
琉
節
度
使
と
爲
し
、
同
年
更
に
河
中
・
晉
・
様
。
慈
・
蝶
節
度
使
に
卿
じ
だ
。
（
奮
店
書
率
缶
郭
釧
体
）

此
の
記
事
に
依
れ
ば
郭
釧
の
河
陽
三
城
節
庇
使
と
な
っ
た
の
は
長
座
の
初
め
で
、
田
布
の
後
任
と
推
測
さ
れ
る
。

ａ
元
和
十
二
年
義
武
軍
飢
れ
し
時
此
の
地
に
赴
任
し
て
鈑
定
に
成
功
せ
し
陳
楚
は
後
河
陽
三
城
節
度
使
と
な
り
、

次
い
で
龍
武
統
軍
と
な
り
。
慶
長
二
犀
卒
し
た
。
（
奮
唐
垂
画
嘩
一
陳
楚
体
）

長
度
三
年
河
陽
三
城
節
度
使
陳
楚
奏
す
。
（
薔
店
書
罐
一
穆
宗
本
紀
）

一
／

右
雨
記
事
に
依
れ
ば
陳
楚
は
長
慶
三
年
迄
河
陽
三
城
節
度
使
の
職
に
在
っ
た
の
で
、
恐
ら
く
郭
釧
の
後
任
と
恩

は
れ
る
。

唐
・
河
陽
三
城
節
庇
使
考

一
八

k



得
な
い
。

以
上
は
元
和
十
三
年
よ
り
會
昌
三
年
に
至
る
二
十
五
年
間
の
節
度
使
中
今
日
迄
に
筆
者
の
知
り
得
た
総
て
で
あ

る
。
不
幸
二
十
五
年
問
の
節
度
使
名
を
逐
次
列
畢
し
誰
す
能
は
す
、
殊
に
禽
昌
三
年
節
度
使
復
世
を
記
減
せ
る
表
の
是

非
を
批
判
す
る
上
に
妓
も
必
要
な
る
愈
昌
二
年
の
節
度
使
名
を
梁
け
得
ね
峡
陥
が
あ
る
が
、
大
隅
右
の
列
畢
に
よ
っ
て

表
が
そ
の
存
在
を
否
定
せ
る
元
和
十
三
年
よ
ｈ
称
昌
三
年
に
至
る
二
十
五
年
間
に
於
い
て
も
依
然
河
陽
三
城
節
度
使
は

厳
然
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
浄
認
め
得
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
表
の
元
和
十
三
年
及
び
命
胴
昌
三
年
に
於
け
る
河
陽
三

唐
。
河
陽
三
城
節
産
使
考
一
九

４
長
座
の
初
め
淫
原
節
度
使
と
た
り
し
楊
元
卿
は
同
鍾
に
在
ろ
こ
と
六
年
に
し
て
河
陽
三
城
節
度
使
に
鱒
じ
、
太

和
五
年
迄
在
任
し
た
。
（
醤
唐
書
罐
一
楊
元
卿
傅
）

右
記
事
に
依
れ
ば
元
卿
の
河
陽
三
城
節
度
使
の
就
任
は
早
く
て
喪
雁
年
間
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
長
座
三

年
陳
楚
罷
任
後
楊
兀
卿
就
任
に
至
る
迄
の
節
度
使
は
目
下
検
索
し
得
な
い
。

丘
大
和
五
年
九
月
温
迭
河
陽
節
度
使
と
な
り
、
七
年
十
一
月
迄
在
任
す
、
罐
走
（
窪
唐
書
淵
迭
傳
）

ａ
開
成
中
磁
州
刺
史
楊
延
宗
河
賜
節
度
使
老
逐
ふ
て
自
立
せ
ん
と
し
糊
せ
ら
る
。
（
奮
唐
書
捲
一
楊
元
卿
傅
）

開
成
二
年
六
月
河
陽
の
軍
飢
れ
節
度
使
李
泳
を
逐
ふ
。
李
執
方
代
っ
て
節
度
使
と
な
り
、
同
年
九
月
乱
の
首
謀

者
今
密
捕
斬
す
。
（
餐
治
邇
鑑
巻
二
四
五
）

右
雨
記
事
に
依
っ
て
開
成
二
年
の
前
後
、
恐
ら
く
開
成
年
間
を
迦
じ
て
河
陽
節
度
使
の
世
か
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら

う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
ｏ
但
し
淵
造
よ
り
李
泳
に
至
り
、
叉
李
執
方
以
後
の
節
度
使
の
氏
名
は
目
下
明
か
に
し

ｌ

Ｊ

可

1



I

勝
代
の
蕪
鎭
は
何
れ
も
巡
脇
（
領
州
を
指
し
支
那
と
も
云
ふ
）
の
堺
減
愛
更
が
艇
掩
行
は
れ
、
河
陽
二
玩
節
度
使
の

巡
脇
も
此
の
通
例
に
洩
れ
ず
創
世
以
来
数
度
の
蛎
減
愛
更
が
あ
っ
た
。
本
項
で
は
此
の
巡
鴎
の
愛
遷
を
通
観
す
る
こ
と

と
す
る
。

唐
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
二
○

城
節
度
使
の
腱
龍
並
び
に
復
世
の
記
赦
は
事
疫
行
は
れ
ざ
り
し
所
で
、
表
の
撰
考
の
誤
謬
担
迭
と
断
ぜ
ざ
ろ
を
得
ぬ
の

で
あ
る
。
術
此
の
断
定
は
表
の
撰
者
の
誤
謬
を
犯
せ
し
腺
川
及
び
記
事
担
迭
の
過
稚
を
考
察
す
る
時
一
暦
碓
め
得
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
考
察
は
河
陽
一
一
琉
節
度
使
の
巡
厨
問
題
に
絡
ん
で
ゐ
る
の
で
後
節
に
誰
る
こ
と
と
す
る
。

河
陽
二
一
城
節
度
使
は
會
昌
以
後
も
世
嵯
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
店
．
五
代
を
辿
じ
て
存
綾
し
，
方
銀
表
も
此
の
事
狂

を
反
映
し
て
置
應
の
記
載
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

以
上
を
要
す
る
に
、
河
陽
三
城
節
度
使
は
建
中
二
年
正
月
創
世
せ
ら
れ
、
哩
兀
元
年
一
日
一
都
囲
練
使
と
せ
ら
れ
た

が
、
土
一
年
呼
び
節
度
使
に
還
り
、
爾
後
店
、
五
代
を
迦
じ
て
存
統
し
た
の
で
あ
っ
て
、
一
部
の
史
書
に
元
和
十
三
年

よ
り
命
、
昌
一
犀
迄
約
一
千
五
年
間
隙
能
し
て
ゐ
た
か
の
如
く
仰
ふ
る
も
の
あ
る
も
収
る
に
足
ら
ぬ
妄
説
に
す
ぎ
ぬ
の
で

あ
る
。
因
み
に
都
閣
練
使
は
節
度
使
に
比
し
て
格
は
下
位
に
あ
る
も
、
槻
察
使
、
都
防
禦
使
・
経
略
使
等
と
共
に
蕪
鎭

〔
註
七
〕

た
る
こ
と
に
於
い
て
は
愛
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
河
陽
一
一
琉
節
度
使
は
貞
元
年
問
約
十
年
餘
中
断
し
た
と
は

云
へ
、
藩
鎭
と
し
て
の
河
陽
は
創
世
以
来
嘗
て
際
能
せ
ら
れ
ず
、
宋
の
藩
鎭
腱
止
迄
引
綴
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

Ｉ
河
陽
三
城
節
度
使
の
巡
厨

１

１

Ⅱ

’



●

１
先
づ
創
置
常
時
の
巡
馬
よ
り
考
察
す
る
に
、
表
、
建
中
二
年
の
條
に
は
次
の
如
く
記
載
し
て
ゐ
る
。

以
汝
州
隷
河
陽
。
尋
復
森
。
復
世
映
西
防
禦
使
。
澄
河
陽
三
城
節
度
使
。
以
東
都
畿
槻
察
使
縦
之
。
領
懐
・
鄭
・

汝
。
映
四
州
。
郭
世
使
。
増
領
束
畿
五
縣
及
術
州
坐
亦
日
懐
・
術
節
度
使
。

右
記
事
に
依
れ
ば

Ｌ
創
置
賞
初
の
東
畿
槻
察
使
轆
任
時
代
は
懐
、
鄭
、
汝
、
陳
の
四
州
を
領
し
た
こ
と

２
同
年
専
任
の
節
度
便
設
世
と
同
時
に
術
州
及
び
束
畿
五
縣
を
墹
傾
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
、
此
の
記
事
を
信
川
す
れ
ば
建
中
二
年
末
に
於
け
る
河
陽
三
城
節
度
使
の
領
地
は
懐
、
鄭
、
汝
、
峡
、
術
の

五
州
及
び
束
畿
五
縣
と
な
る
。
尚
表
に
依
れ
ば

３
河
陽
節
度
使
設
世
以
前
一
度
汝
州
を
河
陽
に
隷
し
、
蔀
い
で
醤
に
復
し
た
こ
と

が
記
戴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
表
の
記
戦
は
先
牽
の
例
に
て
知
ら
れ
る
如
く
誤
謬
が
多
い
の
で
右
三
項
共
に
検
討
を
必

要
と
す
る
。

先
づ
鋪
一
ｍ
の
束
縦
概
盗
使
簸
任
時
代
の
巡
脇
を
他
の
文
献
に
微
す
る
に
、
齊
厭
書
奉
一
一
一
路
胴
恭
仰
に

牡
。
尋
加
懐
ｐ
郷
・
汝
・
映
凹
州
。
河
賜
一
二
城
節
度
及
束
都
縦
槻
察
使
。
云
云
。

Ⅲ

と
あ
り
、
登
治
迩
鑑
垂
一
脈
紀
勢
建
叩
二
年
正
月
丙
子
の
條
に

叉
以
東
都
研
守
路
Ⅲ
恭
爲
懐
・
鄭
・
汝
。
映
四
州
・
河
隆
一
藏
節
度
使
。

と
あ
っ
て
、
共
に
兼
任
時
代
の
巡
脇
と
し
て
懐
、
鄭
、
汝
、
映
川
州
と
河
賜
三
城
と
今
や
一
畢
げ
て
ゐ
る
。
此
堂
州
掲
表
の

膳
。
河
陽
三
一
城
肺
匪
使
老
二
一

｜
I
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次
に
第
二
項
発
検
討
す
る
に
、
専
任
節
度
使
の
設
世
と
同
時
に
術
州
及
び
束
畿
五
縣
を
増
領
し
た
如
く
体
へ
て
ゐ
る

が
、
此
の
中
東
畿
五
縣
と
は
例
の
河
賜
，
河
清
，
濟
源
、
洲
、
氾
水
の
諸
縣
た
る
こ
と
疑
な
、
、
果
し
て
然
り
と
せ
ぱ

東
畿
五
縣
は
己
に
庚
徳
元
年
以
米
河
賜
三
城
鋲
過
使
に
荊
脇
せ
ら
れ
、
鋲
過
使
の
節
度
使
昇
格
と
共
に
そ
の
巡
脇
と
な

っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
時
吏
め
て
追
増
せ
ら
れ
る
筈
な
く
、
表
の
五
縣
に
開
す
る
記
載
は
誤
り
と
云
は
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
表
は
何
故
に
か
か
る
誤
謬
を
犯
し
た
か
。
思
ふ
に
そ
れ
は
撰
者
が
そ
の
使
用
史
料
に
對
す
る
理

解
の
不
充
分
な
り
し
爲
と
察
せ
ら
れ
る
。
左
に
此
の
推
察
の
不
當
な
ら
ざ
る
所
以
を
立
證
し
よ
う
。

唐
。
河
陽
三
城
筋
度
使
考
一
三

第
一
項
と
比
す
る
に
四
州
の
名
は
合
致
す
る
も
河
陽
三
城
の
有
無
に
於
い
て
相
逮
す
る
。
河
陽
三
城
と
は
木
細
に
詳
論

せ
し
如
く
河
陽
に
築
造
せ
ら
れ
し
三
城
（
南
城
、
中
押
城
、
北
城
）
を
指
す
と
共
に
、
此
所
に
駐
屯
す
る
大
軍
を
支
持

す
る
財
源
と
し
て
三
城
に
荊
踊
せ
ら
脱
し
河
賜
、
河
清
、
濟
源
、
温
、
氾
水
の
五
縣
全
地
域
を
も
意
味
し
た
の
で
あ

る
。
尚
此
の
五
縣
は
東
都
洛
陽
よ
り
剛
與
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
五
縣
支
配
の
疵
椛
は
河
陽
の
城
主
（
建
中
二
年
の
節
度

使
設
世
以
前
は
城
主
と
し
て
河
陽
三
城
鎭
辿
使
が
世
か
れ
て
ゐ
た
）
に
蹄
し
て
ゐ
た
と
は
云
へ
、
そ
の
名
義
的
所
脇
は

依
然
洛
陽
に
留
保
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
河
陽
三
城
節
度
使
は
河
賜
城
の
重
大
性
に
鑑
み
、
従
來
鋲
遇
使
を
し
て

統
帥
せ
し
め
て
ゐ
の
た
を
升
裕
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
河
陽
三
城
は
河
陽
三
城
節
度
使
と
雛
る
可
か
ら
ざ
る
關

係
を
有
し
、
五
縣
の
支
配
椎
も
鎭
過
使
よ
り
そ
の
ま
ま
節
度
使
に
引
繼
が
れ
た
に
相
逹
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
河
賜
三

城
管
下
の
五
縣
は
節
度
使
創
瞳
と
同
時
に
そ
の
巡
脇
極
細
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
之
を
脱
し
た
表
の
記
載
は
粗
忽

と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。

’
’
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兼
任
節
度
使
路
胴
恭
の
没
後
、
節
度
刑
使
李
兀
が
専
係
節
度
使
に
選
ば
れ
し
當
時
の
模
様
語
新
店
書
以
外
の
文
献
に

就
い
て
見
る
に
、
甕
店
書
率
一
徳
《
示
本
紀
、
建
中
二
年
六
月
王
子
の
條
及
び
餐
治
迩
鑑
華
仁
店
紀
聖
同
年
月
日
の
條

に
は

１
〔
註
八
〕

以
懐
。
鄭
。
河
賜
節
度
剛
使
李
一
凡
爲
洲
脇
三
城
、
懐
州
節
度
使
。
価
制
束
畿
五
縣
隷
粥
。

く

と
あ
り
、
醤
店
沓
李
一
一
李
斗
凡
傅
に
も

加
検
校
左
庶
子
・
河
賜
三
城
・
懐
州
節
度
槻
築
使
。
以
東
畿
氾
水
等
五
縣
隷
粥
。

と
あ
っ
て
何
れ
も
束
畿
五
縣
の
釧
與
を
特
筆
し
、
そ
の
筆
法
が
略
凌
一
致
し
て
ゐ
る
。
此
の
一
致
は
恐
ら
く
右
諸
書
が

共
通
の
或
る
費
料
に
振
っ
た
爲
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
共
通
の
蚕
料
は
箭
然
方
鎭
表
の
作
者
に
も
使
用
せ
ら
れ
た
で

あ
ら
う
。
此
の
諸
沓
の
韮
礎
と
な
り
し
養
料
に
云
ふ
川
の
東
畿
五
縣
の
荊
與
は
決
し
て
此
の
時
初
め
て
行
は
れ
た
の
で

は
な
く
、
此
れ
よ
り
先
約
二
十
年
、
欣
徳
元
年
の
測
賜
三
城
鐡
過
使
設
世
以
来
悩
行
せ
ら
れ
て
来
た
所
で
、
此
の
時
も
此

を
繰
返
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
か
か
る
來
歴
を
充
分
理
解
せ
ざ
る
考
に
取
っ
て
は
一
見
如
何
に
も
初
め
て

割
典
せ
ら
れ
し
か
の
如
き
筆
法
を
取
っ
て
ゐ
る
爲
、
表
の
作
新
は
不
兇
に
も
此
の
筆
法
し
談
ら
れ
、
束
畿
五
縣
を
奎
凡

の
専
任
節
度
使
就
任
の
際
に
於
け
る
地
領
と
解
し
た
の
で
あ
ら
う
。
若
し
表
の
製
作
者
が
先
の
河
陽
三
城
な
る
語
に
意

を
留
め
、
此
の
河
賜
三
城
が
即
ち
束
畿
五
縣
に
外
な
ら
ざ
る
こ
と
を
皿
解
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
か
か
る
過
誤
を
免
れ
得
た

の
で
あ
ら
う
が
、
恐
ら
く
作
表
考
は
逆
中
二
年
正
月
の
節
度
使
創
設
の
記
録
を
談
み
し
時
懐
、
鄭
．
汝
，
陳
の
四
州

と
共
に
翠
げ
ら
れ
た
る
河
陽
三
城
を
節
度
使
の
巡
脇
の
一
と
し
て
理
解
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
「
河
陽
一
二
城
節
度
使
」
と
一
氣

唐
・
河
陽
三
城
筋
度
使
考

I
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喰
逹
ひ
を
生
じ
、
そ
の
何
れ
が
是
な
る
か
に
迷
は
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
処
非
令
杉
一
判
断
す
る
鰯
に
は
先
づ
昭

厩
・
河
陽
三
城
而
度
他
考
二
四

に
読
み
下
し
、
巡
馬
と
し
て
の
河
賜
三
城
詫
間
有
名
詞
の
河
賜
三
城
節
度
使
に
解
読
し
た
の
で
あ
ら
う
。
か
く
て
重
大

な
る
過
誤
が
生
れ
た
も
の
と
惣
倣
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
東
縦
五
縣
と
北
へ
に
追
辮
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
術
州
に
就

い
て
考
察
し
よ
う
。

術
州
が
一
時
河
賜
三
城
節
度
使
の
仙
有
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
賓
治
迩
鑑
華
に
唐
紀
叫
建
中
四
年
二
月
丙
寅
の
條
に

以
河
賜
三
城
・
懐
・
衛
州
爲
洲
陽
車
。

と
あ
っ
て
表
に
云
ふ
所
と
一
致
す
る
班
料
が
並
存
し
て
ゐ
る
と
と
故
此
を
是
認
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
而
し
て
表
は
そ

の
恥
領
の
時
期
孝
専
任
師
庇
使
就
任
後
、
即
ち
李
凡
の
就
任
せ
る
延
中
二
年
六
月
以
後
と
し
て
ゐ
る
が
、
此
の
時
期
の

常
否
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。
同
じ
く
方
鍾
表
、
第
三
、
深
路
沁
の
棚
に
は
そ
の
建
中
二
年
の
條
に

昭
義
軍
節
度
罷
領
懐
・
術
二
州
・
河
賜
三
城
。

と
あ
っ
て
建
中
二
年
、
即
ち
河
賜
三
城
節
度
使
刺
設
の
年
懐
、
術
の
雨
州
及
び
河
陽
三
城
の
領
有
を
罷
め
た
こ
と
が
見

え
る
。
此
の
罷
価
は
云
ふ
迄
も
な
く
之
を
河
賜
三
城
節
庇
使
の
管
下
に
移
さ
ん
が
爲
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
表
の
文
僻

よ
り
す
れ
ば
術
州
の
罷
領
は
懐
州
、
河
賜
三
城
と
同
時
に
行
は
れ
し
如
く
解
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
懐
州
、
河
賜
三
城
の

河
陽
三
城
節
度
使
へ
の
移
管
は
建
節
と
同
時
に
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
，
右
表
の
記
赦
に
依
れ
ば
術
州
の
移
符

も
河
陽
建
節
の
時
た
る
建
中
二
年
正
月
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

か
く
槻
來
れ
ぱ
河
陽
三
城
節
度
使
の
衞
州
領
有
の
時
期
に
開
す
る
表
の
記
載
は
束
畿
の
柵
と
澤
漉
沁
の
欄
と
の
間
に

一



義
の
衞
州
領
有
の
時
期
よ
り
明
か
に
す
る
必
要
孝
一
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
他
に
参
考
す
可
き
史
料
な
き
爲
如
何
と
も
し

難
い
。
叉
昭
義
が
衛
州
ぞ
領
有
し
て
ゐ
た
こ
と
を
識
す
る
史
料
も
右
表
の
外
に
求
め
ら
れ
ず
、
此
所
に
も
疑
問
が
礎
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
昭
義
の
術
州
俵
有
に
開
す
る
疑
問
は
昭
義
節
度
便
自
綴
の
研
究
問
題
Ｌ
」
し
て
他
日
に
讓
り
、
此

所
で
は
假
に
表
の
記
戦
を
信
川
し
て
昭
義
の
術
州
領
有
を
認
め
、
論
議
の
進
展
を
は
か
る
こ
と
と
す
る
。

か
く
表
の
記
戟
を
信
用
す
れ
ば
昭
義
は
何
時
の
頃
よ
り
か
術
州
を
領
し
、
建
中
二
年
之
を
河
陽
の
所
管
に
移
し
た
こ

と
と
な
る
が
、
更
に
他
の
文
献
を
参
照
す
る
に
此
の
移
符
は
単
に
朝
廷
の
僻
令
た
る
に
止
ま
り
、
営
時
昭
義
・
河
陽
の

何
れ
も
實
際
に
は
術
州
を
領
有
し
て
ゐ
庇
か
つ
た
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
備
蒔
の
従
際
の
衞
州
領
有
者
ぞ
索
む
る
に
、
そ

れ
は
魏
陣
節
度
使
で
あ
っ
た
（
》
而
し
て
此
の
魏
呼
淘
徴
初
よ
り
術
州
溌
與
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
く
、
武
力
を
以
て

朝
廷
の
命
に
抗
し
他
鋲
よ
り
弧
奪
し
た
の
で
あ
る
。
寺
茎
仰
辿
錐
垂
一
噛
紀
程
臓
徳
元
年
間
正
月
癸
亥
の
條
に

以
史
朝
義
降
將
藤
涌
爲
相
・
術
・
邪
・
淵
・
貝
・
磁
六
州
節
度
使
。
田
承
伽
爲
魏
・
坤
・
徳
。
論
・
漉
五
州
都
防

禦
使
。
云
云
。

と
あ
り
、
同
六
月
庚
爽
の
條
に

以
魏
博
都
防
禦
使
川
承
刎
煽
節
度
使

と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
魏
沖
節
度
使
は
賑
徳
元
年
史
棚
義
の
降
勝
冊
承
胴
を
以
て
魏
椰
都
防
禦
使
と
し
、

次
い
で
此
を
節
度
使
に
昇
格
せ
し
め
た
る
に
始
ま
り
、
常
時
は
魏
・
沖
・
徳
・
諭
・
減
の
五
州
を
値
し
、
術
州
は
同
時

に
世
か
れ
た
祁
術
六
州
節
度
使
朧
尚
の
川
仙
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
田
承
胴
は
群
糊
の
死
に
乘
じ
、
安
治

厩
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
二
五

’
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有
力
な
る
地
撚
と
し
て
安
史
の
飢
以
來
河
牝
の
叛
軍
を
側
面
よ
り
抑
雌
す
可
き
要
鎭
と
な
っ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
叉

此
を
河
陽
に
移
し
た
の
は
術
州
が
懐
州
と
境
か
一
接
し
河
賜
の
巡
蹄
と
す
る
を
最
も
適
策
と
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
く
槻
来
れ
ば
術
州
の
名
義
的
所
有
樅
が
魏
博
よ
り
離
れ
た
の
は
愈
堂
魏
博
の
叛
志
が
露
れ
朝
廷
が
討
伐
を
決
定
し

た
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
魏
博
節
度
使
川
悦
（
田
承
胴
の
子
）
が
兵
を
畢
け
店
軍
と
衝
突
を
起
し
た
の
は
費
治
通
鑑

萎
へ
店
紀
墾
に
擦
れ
ば
建
中
二
年
五
月
で
あ
る
。
從
っ
て
朝
廷
が
衛
州
の
所
有
名
義
を
奪
っ
た
の
も
此
の
時
以
後
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
許
治
通
鑑
華
逵
店
紀
聿
建
中
二
一
年
正
月
の
條
に

河
陽
節
度
使
李
苑
。
引
兵
迩
術
州
。
田
悦
守
將
任
履
服
詐
降
。
既
而
復
叛

と
あ
っ
て
建
中
三
年
正
月
早
凌
河
陽
三
城
節
度
使
李
兀
が
術
州
を
攻
め
た
記
事
が
見
え
る
が
、
此
の
攻
準
は
衞
州
の
名

義
的
所
有
樅
を
現
澄
化
せ
ん
と
し
た
も
の
と
解
せ
れ
ら
れ
、
從
っ
て
河
陽
三
城
節
度
使
の
衛
州
所
有
権
は
己
に
建
中
二

年
に
與
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
察
知
せ
ら
れ
る
、
即
ち
河
賜
三
城
節
度
使
が
衛
州
を
領
有
し
た
時
期
は
建
中
二
年
五
月

よ
り
同
年
末
迄
の
間
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
表
に
云
ふ
昭
義
の
術
州
仙
有
を
信
用
す
れ
ば
、
そ
の
仙
有
の
時
期
は
恐
ら

く
魏
跡
の
叛
乱
せ
る
五
月
の
頃
で
、
そ
の
翌
月
専
任
節
度
使
が
河
賜
Ｅ
世
か
れ
る
と
共
に
そ
の
管
帷
に
移
さ
れ
た
の
で

あ
ら
う
。
河
陽
の
術
州
領
有
を
懐
・
河
賜
三
城
の
価
有
と
川
時
な
る
が
如
く
記
せ
る
表
、
澤
慨
沁
の
棚
の
記
載
は
、
魏

博
叛
乱
の
時
期
か
ら
見
て
承
服
し
難
く
、
撰
考
の
誤
謹
若
し
く
は
記
述
方
法
心
不
完
全
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
然
ら

ば
撰
者
は
何
故
か
か
る
記
事
を
禍
け
た
か
。
此
の
疑
問
は
昭
義
の
術
州
伽
有
の
眞
否
に
對
す
る
辨
別
と
共
に
今
後
更
に

史
料
を
蒐
集
し
て
解
明
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

黒
鼻唐
・
河
陽
三
城
節
度
仙
老
二
七

』
１
１

’
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店
。
河
陽
三
城
而
庇
伽
老
二
八

次
に
表
節
三
項
に
云
ふ
所
を
一
考
し
て
世
か
う
、
鋪
三
項
に
云
ふ
所
に
依
れ
ば
河
陽
三
城
節
度
使
刺
世
豊
別
、
然
も

建
中
一
牢
に
入
っ
て
後
、
一
度
汝
州
を
河
陽
に
隷
し
、
次
い
で
之
を
行
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
河
陽
二
琉
節
度
使

が
創
世
せ
ら
れ
た
の
は
建
中
二
年
正
月
で
あ
る
か
ら
、
此
の
創
世
以
前
に
於
い
て
、
然
も
建
中
二
年
に
入
っ
て
後
、
一

日
汝
州
を
河
陽
に
隷
し
、
再
び
此
を
省
く
に
足
る
丈
の
円
歎
が
果
し
て
あ
っ
た
か
否
か
疑
問
と
な
る
。
さ
れ
ば
假
に
表

の
此
の
記
載
浄
信
じ
て
汝
州
の
制
風
。
還
付
が
企
て
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
軍
な
ろ
計
喪
若
し
く
は
勅
令
の
發
布

た
る
に
止
ま
り
、
礎
現
さ
れ
る
除
裕
は
な
か
っ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
。

以
上
老
證
が
煩
雑
と
な
っ
た
が
、
之
を
要
す
る
に
河
賜
姓
節
の
年
た
る
姓
中
一
革
に
於
い
て
そ
の
巡
厨
に
細
入
せ
ら

れ
た
も
の
は
鄭
。
汝
・
峡
・
懐
・
術
・
河
隆
一
蕊
の
五
州
五
縣
浄
数
へ
る
の
で
あ
る
。
故
に
若
し
此
等
の
五
州
五
縣
の

支
配
を
完
全
に
霞
現
し
且
つ
永
綾
せ
し
め
た
な
ら
ば
、
河
賜
は
浅
に
堂
堂
た
る
大
鍾
と
な
っ
た
澤
で
あ
る
。
然
し
事
査

に
於
い
て
は
右
諸
州
の
支
配
は
水
練
せ
ず
、
和
次
い
で
河
賜
の
巡
脇
を
晩
し
た
の
で
あ
る
。

方
鎭
表
第
二
・
洲
術
の
棚
・
建
中
二
年
の
條
に

是
年
以
鄭
州
隷
河
賜
三
城
節
度
。
既
而
復
奮
。

と
あ
り
、
此
に
對
應
す
る
記
事
と
し
て
安
治
迦
鑑
華
一
↑
府
紀
型
建
中
二
年
正
月
の
條
に

叉
以
東
部
留
守
路
胴
恭
爲
懐
・
鄭
・
汝
・
侠
四
州
・
河
賜
三
城
節
度
使
。
旬
日
。
叉
以
永
平
節
度
使
李
勉
都
統

治
・
胴
恭
一
這
。
価
割
鄭
州
隷
之
。

と
あ
る
か
ら
、
鄭
州
は
河
陽
の
巡
脇
た
る
こ
と
繩
か
に
旬
日
に
し
て
早
く
も
、
水
平
節
度
使
に
移
管
せ
ら
れ
た
の
で
あ

I

｜

’



る
。
次
に
表
・
建
中
四
年
の
條
に

龍
観
察
。
世
束
畿
・
汝
州
節
度

と
あ
り
、
此
に
對
唯
す
る
記
事
と
し
て
褥
唐
書
華
一
徳
宗
本
紀
・
延
中
四
年
正
月
戊
戌
の
條
に

以
詑
武
大
將
軍
那
好
唯
爲
東
都
縦
・
汝
節
度
使

と
あ
る
か
ら
、
汝
州
も
建
中
四
年
の
一
初
め
に
は
己
に
他
鎭
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
叉
表
・
同
年
の
條
に

世
映
西
都
防
禦
使
。
誹
升
爲
節
度
使

と
あ
り
、
此
に
對
膝
す
る
記
事
と
し
て
奮
店
書
華
一
徳
《
｜
不
本
紀
・
建
中
二
年
十
一
月
丁
丑
の
條
に

以
商
州
刺
史
眺
明
敷
爲
映
州
長
史
・
本
州
防
禦
雌
迩
使

と
あ
り
、
賛
治
迩
鑑
華
準
店
紀
廼
建
中
四
年
十
一
月
の
條
に

上
之
剛
幸
奉
天
也
。
映
號
棚
察
使
眺
明
城
。
以
軍
事
委
都
防
禦
剛
使
張
糊
去
詣
行
在
。
糊
募
兵
得
数
萬
人
。
甲
申

以
鋤
爲
峡
號
節
度
使
。

と
あ
っ
て
建
中
二
年
眺
明
激
な
る
者
侠
州
防
禦
使
と
な
り
、
次
い
で
侠
號
都
防
禦
槻
察
使
と
な
り
、
都
防
禦
観
察
は
建

中
四
年
節
度
使
に
升
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら
、
映
州
も
遅
く
も
建
中
四
年
に
は
河
陽
を
離
れ
て
他
鋲
に
移
っ
て
ゐ

た
の
で
あ
る
。
登
冶
通
鑑
華
に
店
紀
叫
建
中
四
年
二
月
丙
寅
の
條
に

以
河
陽
三
城
・
懐
・
術
州
爲
河
賜
軍

と
て
河
賜
軍
の
領
域
を
列
畢
せ
る
中
に
己
に
汝
。
侠
二
州
の
名
の
見
え
ざ
る
は
當
時
己
に
叩
州
が
そ
の
巡
脇
よ
り
離
れ

暦
・
河
陽
三
雄
節
度
使
考
二
九

ｊ

ロ

ー

可
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店
。
河
隆
一
玩
節
庇
使
老
三
○

て
ゐ
た
爲
に
外
な
ら
ぬ
。
か
く
て
河
賜
の
巡
脇
は
懐
・
術
の
二
州
と
河
鵬
三
城
の
五
縣
の
み
と
な
っ
た
が
、
此

州
の
領
有
も
胆
平
な
る
名
義
に
ｆ
り
、
牌
朝
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
途
に
此
を
睡
收
す
る
能
は
寺
〃
、
魏
沖
の
和
を
術

に
そ
の
ま
凶
魏
博
に
安
堵
さ
れ
た
。
さ
れ
ば
洲
脇
は
懐
州
・
河
賜
三
城
の
一
州
五
縣
を
価
す
る
小
鎭
と
な
っ
て
経
っ
た

の
で
あ
る
。

次
に
表
・
元
和
九
年
の
條
に

河
陽
節
度
。
琳
領
汝
州
。
徒
治
汝
州
。

と
あ
っ
て
河
陽
の
汝
州
坤
領
並
に
治
所
移
郷
の
こ
と
が
見
え
る
。
同
株
の
記
蕊
は
蚕
治
通
鑑
華
症
聯
紀
琿
元
利
九
年
Ⅲ

八
月
辛
酉
の
條
に

以
河
陽
節
度
使
烏
重
胤
爲
汝
州
刺
史
。
充
河
陽
・
懐
・
汝
節
度
使
。
徒
理
汝
州

と
見
え
、
奮
唐
雲
基
一
鳥
亜
胤
傳
に

李
光
進
傅
に

・
元
和
中
。
〔
中
略
〕
悲
宗
幹

砿
境
。
価
割
汝
州
隷
河
陽

と
見
え
、
表
に
云
ふ
所
と
一
致

悲
宗
賞

三
蚊

叉
與
懐
・
汝
節
度
烏
重
胤
同
破
元
桝

と
あ
る
か
ら
、
河
陽
三
城
節
度
使
は
汝
州
の
増
価
後
懐
汝
節
使
度
と
も
稲
せ
ら
れ
た
こ
‐
と
が
知
ら
れ
る
。
降
っ
て
表
。

其
功
疑
泌
府
左
司
馬
。

し
て
ゐ
る
か
ら
、

I元
和
九
年
の
汝
州
坤
恢
は
誤
り
な
き
史
霞
で
あ
る
。
尚
奮
店
害
罐
一

遜
懐
州
刺
史
兼
充
河
陽
三
城
節
度
使
。
稗
討
准
蕊
。
川
軍
胤

’の
中
術

ふ
と
共



元
和
十
三
年
の
條
に

と
て
烏
重
胤
が
汝
州
の
刺
史
を
罷
め
て
懐
州
刺
史
と
な
り
、
且
つ
節
度
使
の
理
所
を
汝
州
よ
り
河
陽
に
蹄
し
た
こ
と
が

見
え
、
表
の
記
載
と
一
致
す
る
か
ら
史
踵
と
認
め
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
此
よ
り
二
十
餘
年
の
間
河
陽
の
巡
厩
は
懐
州
と

河
陽
等
五
縣
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
會
昌
年
間
に
至
り
呼
び
異
動
が
あ
っ
た
。
表
・
會
昌
三
年
の
催
に

復
世
河
陽
節
度
。
徒
治
孟
州
。

と
て
河
陽
節
度
使
の
復
世
と
孟
州
徒
治
の
こ
と
が
見
え
る
。
此
の
中
河
陽
節
度
使
の
復
世
が
表
の
撰
者
の
誤
謬
に
よ
る

記
載
で
事
置
無
根
な
り
し
こ
と
は
己
に
老
證
し
た
如
く
で
あ
る
。
然
ら
ば
河
陽
節
度
使
の
孟
州
徒
治
の
度
否
は
如
何
、

此
の
問
題
を
解
決
す
る
鱈
に
は
孟
州
の
沿
革
を
先
づ
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
孟
州
の
沿
革
に
就
い
て
は
新
暦
書

権
三
蛾
川
志
・
河
北
逆
・
一
流
州
の
條
、
衝
・
店
普
稚
三
地
迎
志
・
河
流
逆
・
誰
州
の
條
、
府
御
要
確
七
州
縣
分
離
道
・
河

南
道
孟
州
の
條
等
に
見
え
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
等
の
比
岐
考
察
は
符
略
し
、
最
も
詳
細
に
し
て
Ｈ
つ
轍
を
得
て
ゐ
ろ
齊
店

書
の
記
事
を
引
川
す
る
と

腰
・
河
陽
三
城
節
庇
使
考
三
一

汝
州
隷
東
綻
。
復
催
東
幾
．
汝
州
都
防
禦
使
兼
東
都
留
守
如
故
。
罷
河
陽
節
度
使
。

と
て
汝
州
を
再
び
河
陽
よ
り
省
い
て
束
畿
に
遼
附
し
、
且
つ
河
陽
節
度
使
浄
罷
め
た
こ
と
が
見
え
る
。
此
の
河
陽
節
度

使
陵
止
は
先
章
に
詳
論
せ
し
如
く
表
の
撰
者
の
誤
載
で
あ
る
が
、
汝
州
の
遼
附
は
費
治
通
鑑
唯
匪
店
紀
極
一
兀
和
十
三
年

六
月
丁
丑
の
條
に

復
以
烏
重
胤
領
懐
州
刺
史
。
鋲
河
陽
』

「
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と

あ

る

。

此

の

記

事

に

就

い

て

は

己

に

木

綿

に

詳

論

し

て

ゐ

る

の

で

此

所

に

再

び

批

判

説

明

す

る

老

避

け

る

が

、

要

す

る
に
孟
州
は
河
賜
三
城
（
纐
遇
）
使
設
世
（
吹
徳
元
年
）
以
來
、
そ
の
符
下
軍
隊
の
維
持
炎
と
し
て
割
屍
せ
ら
れ
て
ゐ

た
河
賜
・
河
清
・
耕
源
・
湖
・
氾
水
の
五
縣
を
以
て
禽
呂
三
年
一
州
と
な
し
た
も
の
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
五
縣
は
早
く

よ
り
河
賜
三
城
鈑
遇
使
に
脇
し
乍
ら
称
呂
三
年
迄
此
を
澗
立
の
一
州
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
貧
際
支
配
雛
は
河
陽
に
移

り
乍
ら
、
そ
の
所
有
名
義
が
依
前
洛
陽
に
留
保
せ
ら
れ
て
ゐ
た
篤
で
あ
る
。
因
み
に
孟
州
創
設
以
前
に
於
い
て
は
五
縣

職
は
絶
え
た
字
・
に
拘
ら
す
．
、
五
脾
の
總
稲
と
し
て
の
河
陽
三
城
鋲
過
使
の
箱
は
依
然
慨
川
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
要
す
る
に

孟
州
は
御
昌
三
年
所
訓
束
畿
五
縣
の
地
を
潴
溌
共
に
東
都
洛
陽
よ
り
分
離
凋
立
せ
し
め
て
創
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
從

っ
て
孟
州
が
創
世
以
来
河
陽
三
城
節
度
使
の
管
下
に
世
か
れ
た
こ
と
は
正
に
表
に
云
ふ
か
如
く
で
あ
る
が
、
然
し
河
賜

三
城
節
度
使
は
孟
州
の
祇
布
に
よ
っ
て
新
に
得
た
土
地
は
一
塊
も
な
い
の
で
あ
る
。
又
孟
州
の
治
所
は
河
賜
で
あ
り
，

の
總
稲
と
し
て
そ
の
支
配
蒜
た
る
河
賜
三
城
鋲
鋤
使
な
る
稲
が
川
ひ
ら
れ
、
鋲
鋤
使
の
節
度
使
昇
格
以
後
は
鋲
遇
使
の

命
昌
三
年
九
月
。
巾
評
凹
下
奏
。
河
陽
五
縣
。
同
搬
難
已
來
荊
脇
河
賜
三
城
使
Ｕ
共
和
賦
色
役
誰
師
河
賜
。
河
南

尹
仙
總
杵
箔
額
而
己
。
使
帥
一
統
便
爲
定
制
。
既
処
雄
鋲
。
足
壯
三
城
。
其
河
陽
望
升
爲
孟
州
。
価
爲
望
。
河
陽

〔
註
一
○
〕

等
五
縣
。
改
爲
望
縣
。

唐
ｑ
河
陽
三
雌
節
度
仙
考
三
二

孟
州
上
。
本
河
南
府
之
河
南
縣
。
木
脇
懐
州
。
熱
度
二
年
荊
脇
河
南
府
。
以
城
脈
大
河
長
橋
架
水
。
古

元
中
史
思
叩
再
陥
洛
陽
Ｕ
太
尉
李
光
弼
以
亜
兵
守
河
賜
。
及
雍
王
平
賊
。
翻
棚
軍
容
使
魚
朝
恩
守
河

南
府
之
河
浦
・
齋
派
。
淵
川
縣
和
税
入
河
賜
三
城
使
。
河
南
尹
仙
総
仙
共
縣
額
。
尋
又
以
氾
水
（
軍

’

癖'‘＃驚
隷召乃瞼
之以 ・
， 河乾



’

河
賜
節
度
使
陳
楚
奏
。
移
使
府
於
三
城
ワ
未
有
門
戦
。
欲
移
樫
州
門
戦
於
河
賜
。
從
之
。

と
あ
る
に
依
れ
ば
長
座
年
間
、
時
の
河
賜
節
度
使
陳
楚
が
節
度
使
府
を
河
賜
に
移
す
迄
使
府
は
懐
州
に
在
っ
た
こ
と
が

隣
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
三
三

長
座
三
年
二
月
の
條
に

節
度
使
は
店
・
五
代
を
通
じ
て
通
例
二
州
以
上
を
価
し
、
而
し
て
自
ら
治
す
る
所
の
州
の
刺
史
を
も
韮
ね
て
ゐ
た
の

で
あ
る
。
然
る
に
河
陽
三
城
節
度
使
は
異
例
を
な
し
、
一
州
五
縣
即
ち
懐
州
と
束
綻
五
縣
と
を
領
し
、
而
し
て
そ
の
治

所
は
東
都
の
所
有
名
義
に
係
る
河
賜
縣
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
一
般
節
度
使
の
例
に
従
っ
て
治
所
の
刺
史
を
兼

ね
る
こ
と
が
川
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ｃ
そ
こ
で
河
賜
一
一
褒
節
度
使
は
懐
州
刺
史
を
兼
ね
た
。
奮
唐
塞
蕊
一
烏
璽
胤
傳

及
び
同
巻
、
楊
元
卿
傅
に
耐
人
共
に
懐
州
刺
史
飛
洲
陽
三
城
節
度
使
と
な
る
と
あ
る
は
そ
の
淀
例
で
あ
る
。
而
し
て
河
賜

三
城
節
度
使
は
河
賜
に
屯
駐
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
懐
州
刺
史
を
兼
ね
て
も
賛
際
に
そ
の
職
ぞ
行
ふ
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
養
治
迩
鑑
畦
璋
命
筒
目
三
年
九
月
丙
午
の
條
に

社
。
叉
河
鵬
節
度
。
先
領
懐
州
刺
史
。
常
判
宵
撤
事
。
云
云
。

Ⅲ

と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
節
度
判
宵
を
し
て
州
政
を
執
ら
し
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
尚
衝
店
書
誌
一
穆
宗
本
紀

様
で
あ
る
③

從
來
河
陽
三
城
節
度
使
の
屯
駐
所
も
河
陽
で
あ
る
か
ら
、
節
度
使
の
治
所
が
孟
州
に
置
か
れ
た
と
し
て
も
査
際
に
は
一

寸
も
移
動
す
る
を
要
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
表
に
は
徒
治
孟
州
と
記
し
ゞ
節
度
使
の
屯
駐
地
が
移
動
し
た
か

の
如
く
恩
は
し
め
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
表
の
此
の
記
載
は
例
の
如
く
撰
者
の
誤
謬
か
と
云
ふ
に
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い

叩
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｍ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
町
割
岬
Ⅱ
、
、

ｌ
」



,’

と
あ
る
如
く
、
此
の
不
使
を
除
誉
節
度
使
を
し
て
治
所
の
長
官
を
兼
ね
し
め
ん
と
し
た
の
が
孟
州
設
世
の
一
大
動
機
を

な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
河
陽
節
庇
使
は
孟
州
設
世
と
同
時
に
そ
の
刺
史
孝
一
兼
ね
、
從
っ
て
懐
州
の
刺
史
か
罷

め
、
此
所
に
初
め
て
一
般
節
鎭
の
如
く
治
州
の
長
官
海
兼
任
し
得
た
の
で
あ
る
。
表
に
徒
治
孟
州
と
あ
デ
ｏ
は
、
此
を
文

字
通
り
に
解
す
れ
ば
表
の
撰
者
の
淺
學
と
し
て
嘘
は
ざ
る
を
得
な
い
が
、
兼
任
刺
史
の
移
動
と
解
す
れ
ば
決
し
て
無
意

身
は
河
陽
に
在
り
乍
ら
、
淌
所
を
懐
州
に
世
く
の
形
式
を
取
り
、
以
っ
て
治
州
の
刺
史
を
錠
ね
る
の
罷
裁
房
装
っ
て
ゐ

陽
に
移
さ
れ
た
が
、
時
人
に
は
術
節
度
使
は
滴
所
の
刺
史
を
兼
任
す
る
と
の
通
念
か
ら
、
依
然
懐
州
を
治
州

た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
河
賜
の
屯
駐
は
創
世
以
來
の
事
洗
で
あ
り
、

河
陽
に
駐
し
、
只
汝
州
を
坤
緬
せ
し
際
治
所
を
一
時
此
所
に
移
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
使
府
は
之
を
久
し
く
懐
州
に
置

唐
・
河
陽
三
城
飾
庇
使
老
三
四

知
ら
れ
る
。
使
府
は
節
度
元
槻
漆
、
防
禦
、
剛
練
等
の
諾
使
の
役
宅
で
あ
る
。
さ
れ
ば
河
陽
三
城
飾
度
使
は

形
式
槻
が
跨
っ
て
ゐ
た
と
老
へ
ら
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
節
度
使
が
治
所
の
長
官
を
兼
ね
ざ
ろ
は
不
便
と
せ
ら
れ
た
の

き
、
且
つ
本
州
の
刺
史
淀
飛
ね
て
居
た
の
で
あ
る
。
因
っ
て
恩
ふ
に
河
陽
節
度
使
も
一
般
節
度
使
の
例
に
倣
ひ
、

で
、
費
治
迩
鑑
歴
や
愈
昌
三
年
九
月
の
條
の
宰
相
李
徳
裕
の
上
奏
に

が
洛
陽
の
所
有
名
義
と
な
っ
て
ゐ
た
と
と
も
一
要
阿
と
な
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
節
度
使
府
は
長
座
年
間
懐
州
よ
り
河

て
駐
管
す
る
の
形
式
を
取
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
か
か
る
形
に
拘
泥
し
た
の
は
、
河
陽
初
め
智
下
の
五
縣

刺
史
0

叉
河
陽
節
度
。
先
領
懐
州
刺
史
。
稚
以
判
官
撫
事
。
割
河
南
五
縣
和
賦
隷
河
陽
。
不
若
逢
澄
孟
州
。
其
懐
州
刑
置

１
１

叉
刎
世
の
目
的
で
あ
る
に
拘
ら
ず
懐
州
よ
り
川
で

’
と
す
る
の

刺
礎
以
來

そ
の

、



’ 味
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
孟
州
は
河
陽
、
河
清
、
濟
源
、
温
、
氾
水
の
五
縣
を
以
て
創
世
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
此
の
中
河
清
縣
は
孟
州
創
置
と
同
時
に
洛
陽
に
還
付
せ
ら
れ
、
代
っ
て
河
陰
縣
が
孟
州
に
編
入
せ
ら
れ
た
。

此
の
こ
と
は
唐
大
詔
令
集
港
九
置
孟
州
救
に

Ｊ

杜
。
其
河
陰
縣
宣
割
鴎
孟
州
。
価
改
爲
鶚
縣
。
其
河
清
縣
郁
遼
河
南
府

Ⅲ

と
あ
り
、
新
蕉
唐
書
に
も
夫
糞
孟
州
の
條
に
此
と
同
様
の
記
事
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。

束
畿
五
縣
は
時
に
河
陽
三
城
叉
は
河
陽
三
城
鍾
過
使
の
名
を
以
て
總
括
指
稲
せ
ら
る
れ
こ
と
が
あ
り
、
鎭
過
使
の
應

止
後
も
此
の
用
法
の
慨
行
せ
ら
れ
た
こ
と
は
己
に
述
ぺ
た
が
、
蒋
府
書
唯
一
武
宗
本
紀
、
命
凹
昌
四
年
の
條
に
（
此
の
繋

一
ノ

年
は
誤
り
）

勅
。
以
河
陽
三
城
鎭
過
使
爲
孟
州
。

と
あ
ろ
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
所
が
御
要
も
亦
此
の
川
例
を
用
ひ
、
然
も
頗
る
粉
は
し
き
記
事
を
掲
げ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
即
ち
同
書
罐
七
節
度
使
の
條
に

河
陽
節
度
使
。
称
昌
四
年
十
月
平
劉
祓
。
以
河
賜
三
城
鋲
遇
使
爲
孟
州
。
號
河
陽
軍
額
。
悌
二
州
隷
鴻
。

と
あ
る
ｏ
河
賜
三
城
鎭
遇
使
を
孟
州
と
し
た
の
は
會
昌
三
年
で
あ
る
。
術
此
の
文
を
一
見
す
れ
ば
恰
も
河
賜
節
度
使
は

此
の
時
設
世
せ
ら
れ
た
か
の
印
象
を
受
け
る
。
恩
ふ
に
庶
向
要
の
此
の
記
事
の
典
擴
と
な
り
し
登
料
は
方
鎭
表
の
作
者

に
も
使
用
せ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
し
て
表
の
作
考
は
此
の
姿
料
を
一
見
し
、
直
ち
に
本
年
河
陽
節
度
使

の
設
世
あ
り
た
り
と
解
し
た
の
で
あ
ら
う
。
但
し
河
賜
節
度
使
の
創
世
が
建
中
二
年
に
在
る
を
熟
知
せ
る
撰
者
は
此
の

唐
・
河
陽
三
城
節
度
仙
考
三
五

Ｉ
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註
に

用
李
徳
裕
三
年
之
議
也

と
あ
り
、
同
書
酷
仁
會
昌
二
一
年
九
月
の
條
の
李
徳
裕
の
上
奏
中
に

暦
。
河
勝
二
城
節
度
使
考
三
六

時
の
設
世
を
以
て
仰
世
の
意
味
な
り
と
早
合
鮎
し
、
か
く
て
、
表
や
命
昌
三
年
の
條
に
河
陽
節
度
使
の
復
世
を
記
載
し
た

の
で
あ
ら
う
。
但
し
復
世
と
升
す
る
以
上
、
そ
の
以
前
に
臓
止
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
事
涯
は
陵
止
せ
ら
れ
て
ゐ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
礎
止
の
記
錐
も
な
く
、
そ
の
虚
世
に
窮
し
た
こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
復
澄
の
記
事
と
辻
棲

を
合
せ
る
爲
逢
に
應
叶
の
記
録
な
き
に
拘
ら
ず
、
命
日
三
年
以
前
に
於
い
て
河
賜
節
度
使
の
巡
脇
の
愛
動
し
た
る
元
和

十
三
年
に
腱
止
の
年
を
梁
け
た
の
で
あ
ら
う
。
元
和
十
三
年
の
巡
脇
鍵
動
は
轆
加
に
非
ず
し
て
減
少
で
あ
っ
た
か
ら
、

此
の
辻
棲
主
義
の
記
載
を
添
加
す
る
に
比
較
的
好
都
合
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
表
の
撰
者
の
輕
畢
を
決
行
せ
し
め
た
一
因

と
な
っ
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。

次
に
表
、
禽
昌
四
年
の
條
に

河
陽
節
度
輔
領
澤
州

と
て
孟
州
創
置
の
翌
年
更
に
澤
州
を
輌
祇
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
同
様
の
記
事
は
賓
治
通
鑑
峠
痙
店
紀
酷
命
昌
四
年
九

月
の
條
に

詔
。
以
澤
州
隷
河
陽
節
度
使

と
あ
る
か
ら
、
表
に
云
ふ
が
如
く
澤
州
は
會
昌
四
年
以
後
河
賜
の
巡
脇
と
な
っ
た
と
見
て
誤
り
な
い
。
尚
右
通
鑑
の
胡



及
び
河
陽
三
城
（
會
昌
一

領
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

俟
昭
義
平
日
。
価
割
澤
州
隷
河
陽
節
度
使
。
云
云
。

と
あ
る
に
依
れ
ば
、
孟
州
の
創
世
と
同
様
宰
相
李
徳
裕
の
議
に
依
り
昭
義
よ
り
割
廃
し
た
の
で
あ
る
。

河
陽
の
巡
暁
は
此
の
後
本
稲
の
取
扱
範
囲
た
る
乾
符
元
年
以
前
に
於
い
て
は
異
動
せ
す
、
表
に
よ
れ
ば
唐
末
光
化
二

年
に
至
っ
て
澤
州
の
領
有
を
罷
め
ら
れ
、
翌
登
年
の
天
復
元
年
に
再
び
昭
義
の
巡
脇
に
還
付
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
。

以
上
を
要
す
る
に
河
賜
三
城
節
度
使
の
巡
脇
は
常
初
五
州
を
配
せ
ら
れ
た
ろ
も
そ
の
価
有
は
永
綾
せ
ず
、
大
冊
懐
州

及
び
河
陽
三
城
（
會
昌
三
年
後
孟
州
と
な
る
）
が
経
始
一
Ｈ
せ
る
仙
地
と
な
り
、
之
に
汝
州
及
び
深
州
が
一
定
期
間
増

以
上
一
二
雨
頂
に
於
い
て
河
賜
三
城
節
度
使
の
沿
革
を
通
慨
し
た
が
、
そ
の
結
果
を
方
鍾
表
に
比
す
れ
ば
、
方
鎭
表

に
は
少
か
ら
ず
誤
謬
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
ろ
。
か
か
る
誤
謬
は
河
賜
節
度
使
に
開
し
て
だ
け
で
な
く
、
恐
ら
く
他
に

於
い
て
も
同
じ
く
撰
考
の
輕
卒
が
数
多
く
織
込
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
此
の
研
究
に
よ
り
吾
人
は
表
が

節
度
使
研
究
の
文
献
と
し
て
庇
に
飛
蛮
に
し
て
又
得
難
き
史
料
を
提
供
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
と
共
に
、
そ
の
使
川
に

際
し
て
は
愼
亜
た
る
松
討
を
要
す
る
こ
と
を
浦
感
す
る
の
で
あ
る
。

一
、
新
鵬
書
の
方
銅
表
が
他
の
繩
纂
秘
に
見
ら
れ
ざ
る
壷
料
を
肴
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
東
洋
畢
報
二
三
雀
二
臓
所
戦
、
器
佐
精
一
耶

畢
士
の
「
河
西
術
陛
仙
に
繩
い
て
」
に
於
い
て
論
及
せ
ら
れ
て
居
る
。
叉
新
雌
沖
の
杜
撰
に
就
い
て
は
從
遮
砥
を
言
は
れ
て

↑
』
《
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
右
諭
丈
中
に
も
そ
の
兵
志
の
杜
撰
を
指
抽
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

唐
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
三
七

註
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頃
で
あ
っ
た
こ
と
は
砿
で
あ
ら
う
。

六
、
奮
唐
抑
巻
一
七
二
令
狐
推
偲
の
祀
駆
も
此
と
全
く
一
致
す
る
。

七
、
河
陽
三
城
蛎
辿
使
考
参
照
。

八
、
武
治
通
錨
に
は
坊
の
字
雌
し
。

九
、
術
字
ｃ

一
○
、
此
の
丈
の
考
証
は
本
編
に
詳
論
し
た
。
中
に
疑
川
の
簡
所
も
あ
る
が
、
↓
て
れ
は
木
綿
の
考
證
を
参
照
せ
ら
れ
度
い
。

三
、
本
文
に
云
ふ
樫
、
郷
、
洲
隆
一
扇
の
鄭
は
正
し
く
は
剛
ら
る
Ｍ
き
で
あ
る
。
皿
山
は
第
二
攻
の
巡
脇
研
究
に
於
い
て
Ⅲ
か
に

す
る
。

四
、
淳
の
脱
落
は
読
治
迩
鑑
の
記
躯
に
ょ
ｚ
Ｌ
知
ら
れ
る
。

五
、
醤
概
書
穆
一
七
二
令
狐
楚
仰
に
は
十
月
と
あ
り
、
壷
給
通
蛾
の
十
一
月
と
結
確
に
は
一
致
し
な
い
が
、
大
膿
十
月
十
一
月
の

噸
。
河
窒
三
域
柿
皮
使
考
三
八

二
、
河
陽
三
城
砿
辿
使
考
参
照
。
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